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実験研究や観察研究における不適切な統計解析は、間違った科学的結論を導く恐れがあり、社会
的にも科学哲学においても注目を集めている。統計手法の誤用の原因のひとつとして、統計手法を
用いるための前提条件が明確でなく、人手で確認されていることが挙げられる。そこで、本発表で
は、統計手法の利用の正しさを数理的に厳密に定義し、機械的に検証するための論理を提案する。
本研究の検証手法の構築にあたっては、プログラムが意図どおりに動作することを数理論理学に
基づいて厳密に検証するための「ホーア論理」と呼ばれる論理体系を拡張し、統計手法の手続きや
実行結果を記述できるプログラム論理を構築する。具体的には、統計的仮説検定を行うプログラム
の正しさを厳密に記述するために、検定の実行によって得られる信念を記述するための認識論理を
定義し、これを用いてプログラム論理 BHL（Belief Hoare Logic）[1, 2]を構成する。BHLでは、
多重比較を行うプログラムの正しさなどについて演繹的に推論することができる。さらに、統計的
仮説検定のためのクリプキ意味論を導入し、BHLがこの意味論に対して健全かつ相対完全である
ことを示す。また、因果推論を行うプログラムの正しさについて厳密に記述し検証するための論理
[3]についても論じる。
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